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1. 本文の使用言語は、日本語または英語とする。それ以外の言語、特殊な文字・記号を

使用する場合は、編集委員会に相談のこと。 
2. 本誌は原則として、掲載時にはすべて横組みとする。 
3. 文字数は、「論説」の場合は、和文 20,000 字程度、英文 8,000 語程度とする。その他

の場合（「研究ノート」、「書評」等）は、和文 10,000 字程度、英文 4,000 語程度とす

る。いずれの場合も図表、脚注、文献表示を含む。半角英数字は 0.5 字と換算する。 
4. 第 1 ページには、表題、氏名、所属を記載する。本文は第 2 ページから始める。 
5. 見出し番号は、以下に統一する。 

章 I、II、III、…… 
節 1、2、3、…… 
項 (1)、(2)、(3)、…… 
目 (a)、(b)、(c)、…… 

6. 原稿は、原則として、Microsoft Word で作成する。それ以外のソフトを使用する場合

は、事前に編集委員会に問い合わせること。 
7. フォーマットは、以下の通りとする。 

(1) 用紙サイズ：A4 
(2) 余白：上 35mm、下 30mm、左 30mm、右 30mm 
(3) 1 ページの文字数：横 40 字、縦 35 行（日本語）、縦 32 行（英語） 
(4) 文字の大きさ：10.5 ポイント（日本語）、12 ポイント（英語） 
(5) 文字の種類：MS 明朝（日本語）、Times New Roman（英数字） 

8. 注は、以下の通りとする。 
(1) 脚注はページの末尾に挿入する。（文末脚注ではない。） 
(2) 文字の大きさ：8 ポイント（日本語）、9 ポイント（英語）とする。 
(3) 文字の種類：本文と同様 

9. 参考文献の表記方法については、著者の使い慣れたスタイルで良い。ただし、編集の

過程で、編集委員会が調整を行う場合がある。 
10. 図および表を挿入するときは、別紙に記載して提出する。図および表の見出しには通

し番号を付し、挿入場所を指定する。 
11. 「論説」および「研究ノート」の場合は、別紙にて 300 語程度の英文要旨（Abstract）

を提出する。 
以上 


